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って最も重要なことは何だろうか。それは自身の体制をできるだけ持続させることである。独裁者は一度権力を獲得したからといって、何もせずに の座にとどまるはできず、経済発展、ナショナリズム、イデオロギー、政治制度など、あらゆる手段を行使し体制を維持しようとする。体制の維持は独裁者に限らず すべての支配者にとっての共通課題 ある。しかし独裁者にとっては死活問題であり、だからこそ反体制活動に対して暴力の使用もい わないのだろう。とはいえ、暴力や抑圧だけで体制を維持できないことはすでに多くの論者が指摘 ている。また独裁者は一人で国家を統治することもできない。権力分有やレントの分配を通じて体制内エリートの離反を防ぐとともに彼らの協






































九〇年代初頭に民主化して以降も党と国家の一 性 継承し、現在は「国家政党」や「政府党」と位置づけられる。 「国家政党」とは一党支配型権威主義体制における






を獲得できる。またそうすることで、体制の種類や政治制度に規定されずに独裁者の課題を設定し、それに応じた 度の機能分析が可能となる。もちろん政党を鍵としているため、党と国家 融合性という視点は政党が活用されない王制や軍制に適用す こ は難しい。しかしながら単一 体制についてはサブカテゴリーを横断的に分析でき、本特集のねらいもそこの比較に定めている。このような視点であれば ロシアや旧ソ連諸国等の多くの独裁体制を比較の俎上に載せることができよう。●正当性と議会　
正当性とは支配者と被支配者の











は、信念体系やイデオロギーであり、政治体制や支配構造を決定する要因である。第二の権力獲得のための確立された規則への一致とは、支配者が規則にのっとって権力を獲得したかどうかである。規則の制定には当然のことながら共有された規範と価値が影響すたとえば、民主主義が共有された規範と価値であれば自由かつ競争的な選挙が支配確立のルールとなり、共産主義であ ば一党独裁体制となろう。本特集の事例に照らし合わせれば、カンボジアは主義が共有されたり、人民党は選挙で勝利することで正当性を獲得できる。一方、中国、ラオス、ベトナムは共産主義イデオロギーが共有された規範と価値であり、革命を通じた権力獲得によって正当性がもたら る。後者三カ国には「民主化」により価値やルールそのものを変えようという声もある。しかし 形式的」でも共産主義イデオロギー共有された規範と価値であり続け、それがいまだに制度やルールだけでなく政治言説を形作っている。第三の適切で効果的な権力の使用には二つの側面 ある。ひとつは、
法律や暗黙のルールに沿った権力の使用、もうひとつは、共同体全体に利益をもたらすための効果的な権力 である。前者 手続き的側面が強く、後者は経済発展や福利厚生等 パフォーマンスを意味する。第四の被支配者の合意とは、個人が自己を拘束し 支配者が命令を下す権利を認めることである。これには積極的な忠誠や消極的な受け入れがあり、後者は長期化すると義務に転化 る可能性がある。また恐怖や無関心は合意に含まれない。　
以上の四つの要素はそれぞれ独
立したものではなく密接に結びついている。そして四つすべてを満たしていればそ 体制は高 正当性を有し こと なる。しかしどれかひとつ欠けたからといって正当 がゼロにな わけではない。たとえば権力獲得が規則にのっとっ いなくても、経済発展などその他の要素で補うこ で正当性を維持できる。また国によってどの要素が重要視されるかは異なり、同じ国でも時代や経済・社会状況によって各要素の重 性は変化する。つまり正当性は複雑かつ動的で多様であり、正当か非正当かの二分法ではなく高いか低いか
度合いの問題なのである。そしてカンボジアでは⑵が、経済格差や汚職問題等から四カ国すべてにおいて⑶⑷が近年問題となりつつる。●議会の役割　
先述のようにこれまでの先行研


































と選挙の役割） 」 （ 『アジア経済』第五四巻第四号、二〇一三年一二月）二―一〇ページ。
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